
 
 
 
  

 
 

  
全体概要  

第１０回日仏先端科学（JFFoS）シンポジウム実施報告書  
 

Planning Group Member 日本側主査 
北陸先端科学技術大学院大学・准教授・日髙昇平  

第 10 回日仏先端科学（JFFoS）シンポジウムは、2022 年 6 月 24-27 日の四日間京都ブラ
イトンホテルにて開催された。５つの分野の研究者らが日本 20 名、フランス 20 名の計 40
名集まり、寝食を共にする合宿形式での分野横断型のシンポジウムであった。  
第 10 回 JFFoS シンポジウムは、2019 年に PGM の協議・投票でトピックを選出した後

に、世界的な新型コロナウィルス感染症の蔓延により、2020年、2021年と２回もの延期の判
断がなされ、企画から 3 年を経ての開催となった。2022年の開催１か月前の事前検討会は 
Zoom によるオンラインで開催され、また開催の約 2 週間前には感染の有無を判定するため
のPCR 検査キットが各参加者に配られるなど、慎重な感染症拡大防止対策がとられた。そう
した状況下にもかかわらず、私の知る限り、日本・フランス両国の参加者がすべて無事に四日
間のシンポジウムの全日程に参加できた。私自身は先ずはそれ自体に安堵している。  
加えて、５つのセッショントピックは企画から 3 年を経てもなおFrontiers of Sciencesであ

り続け、あるいはさらに近年より重要視される課題を捉えており、各セッションの議論は盛り
上がりを見せた。こうした点においても、開催自体が困難であったにもかかわらず、各セッシ
ョンの PGMs や(Introductory) Speakers の努力により、提供された話題は充実したもので
あった。  

  
初日  
１日目は、PGMs, Introductory Speakers, Speakers の Session Coordination Meeting で 2 

日目以降の各セッションについての打ち合わせ、そして Welcome Reception が行われた。
Welcome Reception では、在京都フランス総領事館よりJules IRRMANN氏、日本学術振興
会FoS事業委員会 より田島 節子氏がともに、２年越しの JFFoS 開催にこぎつけた慶びを述べ
て、参加者を温かく迎え入れた。私自身の分野では、対面形式での学会が約2年半ぶりで、こ
うした対面で食事を交えた歓迎会は久しぶりであった。私がこれまで出席したオンラインの
学会では、こうした歓迎会は感染症対策のため省略され ていた。面と向かった人と人の交流
がようやくまた戻ってきたという喜びと、久々に対面で外国人研究者と会話するリアルな緊張
感を肌で感じた。  
後日他の参加者に伺った話では、翌日の早朝には、御所や鴨川沿いを散歩やランニングをし

た参加者もおり、各々京都の街を満喫していたようだ。  
  



 

二日目  
２日目は、Opening Ceremony、Biology/ Medical Sciences の”Food and Society”のセッシ

ョン、Mathematics/Informatics の”Numerical Identity”のセッション、CNRSとJSPSの紹介、
ポスターセッション（フラッシュトーク）が行われた。ポスターセッションや街歩きに関し
ては、最後にまとめて報告し、それ以外のセッションに関しては時系列に沿って報告する。  

  
Opening Ceremony では日本学術振興会を代表して水本 哲哉理事、CNRS を代表して、

Edouard BESSERVE氏  (Deputy Director for Asia, European Research and International 
Cooperation Department – CNRS)の両氏から開会の挨拶があり、続いて、Planning group 
co-chairs の Michel SLIWA氏と私日髙から、本会の概要・趣旨の説明を行った。いずれも2
年延期となった本会がいよいよ始まろうとする喜びがにじむ挨拶となった。Co-chairs の
我々からは、例年と違う点として、各 PGMsや講演者には、研究面だけに限らない簡潔な
自己紹介をお願いしたいという旨を伝えた(講演者には前日のSession Coordination 
Meeting の際にも伝えてあった)。これは、JFFoS シンポジウムの目的の一つである、国際的
な研究ネットワークづくりを促進するためには、研究内容のみならず、研究者個人の人柄など
を知ることが、より深い関係を構築するきっかけとなることを期待しての工夫であった。ま
た、各セッションの専門知識に馴染みのない参加者も、研究者に興味をもって楽しんで聴講す
るためのアイスブレイクとしての意図もあった。  

  
Food and Society (Biology/ Life Sciences)  
PGMs: Yann GUERARDEL and 上田 泰己  
INTRODUCTORY SPEAKER: 島 亜衣   
SPEAKERS: 羽鳥 恵 & Rémi MOUNIER  
  
１つ目のセッションは生物学・生命科学の研究者らによる Food and Society であった。人

工肉を生産する技術など、社会での応用が期待される近年の生物学の発展について島 亜衣氏
から紹介があった。続いて、生体内で炎症が発生する生理的な機序についての知見について 
Rémi MOUNIER氏から紹介があり、概日時計と肥満の関係などについて近年明らかになっ
ていることについて羽鳥 恵氏から話題提供があった。各話題提供の合間の短い時間には、
PGM の上田 泰己氏より、関連する問いを投げかけて聴衆を飽きさせない工夫があった。  
日常生活にも直結する食のスタイルや、生活リズム、睡眠などに関連する話題ということも

あって、時間内には消化できないほど多くの質問があり、議論は大いに盛り上がった。例えば、
仮眠で概日時計がリセットされるのか、なぜ夜遅い時間の食事が肥満に結び付きやすいのか、人
工肉の技術の問題点は何か、など、素朴な疑問から、各分野の研究者ならではの視点からの質



問などがあった。  
  
Numerical Identity (Mathematics/ Informatics)  
PGMs: 日髙 昇平 and Vincent NOZICK  
INTRODUCTORY SPEAKER: Gilles TREDAN  
SPEAKERS: Walter RUDAMETKIN & 笹原 和俊 
  
２つ目のセッションは数学・情報科学分野の研究者らによるNumerical Identityであった。

個人情報の流出や、それがなくともウェブ上に公開されている多様なデータを結合するこ
とで個人の特定が可能であり、それが宣伝活動に利用されるなどの情報社会での活動が必
須である現代の負の側面について Gilles TREDAN 氏より概説があった。そうした具体例や、
その背後にあるウェブブラウザから個人を特定する技術について Walter RUDAMETKIN 氏か
ら、それに加えて、SNS などで公開される個人の選好データを統計的に分析することで、
個人の性別、嗜好、信仰、などの情報が推定可能であることについて 笹原 和俊氏から話
題提供があった。  
これらの話題も、我々の日常生活に直結しており、特に近年は誰しも情報通信技術を社会イ

ンフラとして前提とした生活を送っているため、高い関心を集めたようだ。特に、個人情報の
流出を防ぐためにどのような手段があるのか、自分がどの程度特定可能か知る手段があるのか、
SNS 上などでの推薦システムにより異なる考えのグループが分断される危険性はないのか、
など具体的な質問が多数挙がった。残念ながら、高度に発達した通信網を享受しながら、個人
情報を完全に守るのは困難であるというのが専門家の現状認識であった。大量のデータを独占
できる大企業が、我々を個々に補足できるほどの精度で情報を活用している現状を共有するこ
とで、今後の情報社会の在り方について有意義な議論をすることができたと感じた。  

  
三日目  

Misperception and Disinformation  
PGMs: 隠岐 さや香 and Anna POTOCKI  
INTRODUCTORY SPEAKER: 標葉 隆馬   
SPEAKERS: Hugo MERCIER & 鈴木 彩香    
  
３つ目のセッションは人文学・社会科学の研究者らによる  Misperception and 

Disinformation であった。このセッションのテーマは、偽情報の流布や誤解への誘導・扇動な
ど、社会的に懸念される活動が、近年の情報技術により、より容易に可能となることで引き起こ
される問題であった。PGM の隠岐  さや香氏より、古来よりこうした偽情報の流布は民主
主義の欠陥の一つと目されていたことなどの紹介があった。  



 
標葉 隆馬氏からは、エコーチェンバー現象など、SNS 上でその構造上発生しやすい、類似

の意見を持つ集団の間の密なネットワーク構造などが紹介された。続く Hugo MERCIER 氏か
らは、認知科学の立場から、人は容易には信念を変えることは少なく、元々信じやすいもの
を信じる傾向があるため、実はそれほど偽情報が直接的に問題にならないので はないか、と
の興味深い立場からの発表があった。鈴木 彩香氏からは、男女雇用機会均等法などに関する誤
解などを煽る政治的な活動に関する事例研究について紹介があった。このセッションも、我々
すべてに身近な問題であり、会場からは多くの質問がなされた。偽情報を減らし、我々が協力
し合えるためには、どのような技術が発展すべきか、そもそも フェイクニュースとはどう定義
すべきか、信頼に関わる脳科学的研究はあるのか、日仏の両 国間でもマスメディアに対する信
頼の度合いは異なるのではないか、などの質問があった。こうした議論・質疑応答で、私が
特に面白いと感じたのは、MERCIER 氏と他の講演者の間で、少なくとも表面的には全く対
立する立場がとられている点であった。MERCIER 氏は、情報の信頼性・受け入れに関する、
主に個人に関する認知科学的な知見を踏まえての主張であったが、他の講演者は、集団の間での
情報伝播に関わる主張であったのが、こうした立場の違いを生み出したのではないかと思われ
た。社会を構成するのは個々人であるが、個々人 の集まり全体が、単純な個々人の拡大である
とは限らない。人文・社会科学だけでなく、他の分野の研究者の視点からの議論によってこう
した面白い論点があぶりだされたように思われた。  

  
四日目  

Radical Innovation of Materials Using Light Energy  
PGMs: Michel SLIWA and 豊田 太郎 
INTRODUCTORY SPEAKER: Frédéric SAUVAGE  
SPEAKERS: Clémence ALLAIN & 宮内 雄平 
  
４つ目のセッションは、化学・材料科学・物理学の分野の研究者によるRadical Innovation of 

Materials Using Light Energy であった。豊田 太郎氏と Michel SLIWA 氏の両氏より、近年
の光エネルギーを利用した様々な応用に関するテーマにした企画趣旨の説明があった。
Frédéric SAUVAGE 氏から、材料科学における現在の技術水準の概説、そして近年内燃機関だ
けでなく、バッテリーによる移動手段の需要が高まることで、太陽光によるエネルギー供給の
必要性が高まっていることなどが紹介された。Clémence ALLAIN 氏からは、環境変化に応じ
て反応する固形の蛍光物質の需要が高まっており、その開発が当該分野の最先端であること
が紹介された。宮内 雄平氏は、炭素のナノレベルの構成によって作られるカーボンナノチ
ューブについての最先端研究を紹介し、要求される高水準の性能をもつ材料を開発すること
の難しさなどについて述べた。  
例えば、スマートフォンなどの精密機器には、こうした材料分野の先端研究で開発され



た新たな材料が欠かせない。高度な専門性を有する一方で、応用のすそ野の広い材料科学の話
題提供に、多くの質問が寄せられた。しかし、一方で、比較的専門性の近い分野の研究者から
の技術的な質問に偏っていた印象があった。社会の需要によって材料科学に求められる新たな
物質の方向性が変わることなど、非専門家でも議論に加わりやすい論点を提供することで、よ
り学際的で有意義な議論ができたのではないか、という反省も残った。  

  
Extreme Rainfall Events: Occurrence and Impacts  
PGMs: Olivier EVRARD and 坂井 南美 
INTRODUCTORY SPEAKER: Oldrich  NAVRATIL   
SPEAKERS: Laurie BOITHIAS & 山崎 大  
  
最後のセッションは、地球科学・環境学・宇宙物理学分野の研究者らによる Extreme Rainfall 

Events: Occurrence and Impacts であった。Olivier EVRARD氏から近年激化する大雨など
の異常気象に関するテーマを取り上げた企画趣旨について紹介があった。Oldrich 
NAVRATIL 氏は、川の流れを現地で調査することによって見えてくる、環境の変化や、ダ
ム建設などの人的な影響について紹介し、雨が山間部から下流側までの広範囲に様々な影響
を与えるとの説明があった。Laurie BOITHIAS氏はラオスでの現地調査に基づく自身の研究
を紹介し、土壌や水中の大腸菌の密度などから、モンスーンなどの激しい大雨が環境に及ぼす
影響を推定できることなどを紹介した。山崎 大氏は、地表の衛星写真のデータを基に、河川
の流量を数理モデルで予測し、洪水の予測につなげる研究について紹介があった。こうしたモデ
ルによる予測は、モデルの違いによりばらつきも大きく、実際に予報として運用する場合、ど
のような基準で運用するべきかという社会的な問題をはらむことにも言及がった。  
近年の温暖化による気象現象の激化は、我々も肌で感じるところであり、その関心の高

さからか多くの質疑があった。具体的には、近年増加する豊富なデータや計算資源により、予
測が可能になっている気象現象についての質問や、長期的な環境の変化について我々がすべき
こと、などについての質問があった。  

  
ポスターセッション（二日目・三日目）  

  
2 回のポスターセッションでは、いずれも約 1分のフラッシュトークにつづいて、フロアで

のポスター発表が行われた。添付の写真でも見て取れるように、個々のポスターにて深い議論
が行われ、またコーヒーを交えた雑談の場としても活用されていた。この 2～3年はコロナ禍
のために、ポスター発表でもZoomやその他の仕組みを使ってオンラインでの発表であった。
そのため、こうした雑談の場がいかに貴重であったか思い知らされる。オンラインでは、発表
のみが細切れでなされるが、その前後の雑談の時間に、あらかじめ計画することはできない交
流や、思いもよらないつながりが見えてくるものだ。  



 私自身も、今回のポスターセッションで、そうした交流があった。１つ目は、４年前の第
14 回JGFoS で知り合いになった東北大学の武藤潤氏の同僚である高柳栄子氏と今回会った
ことである。私の専門分野(認知科学・情報科学)と武藤氏・高柳氏(地球惑星科学)は全く異な
るため、通常の学会などではこのような出会いはなかっただろう。全く異なる分野の研究者と
つながりを持てるのは FoS ならではだと感じた。  

 2 つ目は、私のセッションの PGM のパートナーVincent NOZICK 氏が、思いもよらない
近い分野で研究をしているということであった。PGM という立場上、JFFoS の企画に専念
しており、互いの研究の深い部分にまで考えが及んでいなかった。しかし、ポスターセッショ
ンで互いの研究の話を聞くと、意外にも我々は共通してGeometric Algebraという数学の一分
野で深い接点を持っているだろうことが分かった。Vincentはこの分野の専門家であり、私
はその専門家ではないが、私の研究の核心的な部分がその理論を使うことで豊かに記述でき
る可能性があるということに、ポスターセッションでの議論から明らかになった。  
確かに我々は同じ Mathematics/Informaticsの分野の研究者同士ではあったが、一口に“同

じ分野”といっても、Informaticsもかなり幅広い分野の集まりである。その中で、本当に研究
の核心で議論を共有できる研究者に出会う可能性は、通常の学会でもそれほど高くない。それ
にもかかわらず、FoSで、しかもPGMのパートナーとそういう関係を持てるというのは奇跡
的な出会いであったように思える。Vincentとも、通常の学会では出会わない距離にあり、
それをつなぐきっかけとなったのは FoS でしかありえなかったと思う。  

  
街歩き(三日目)  

  
実は私は、最後の地球科学のセッションの前日の街歩きで、山崎 大氏や他のフランス人

研究者らとホテルの近くを散策し、夜遅くまで語り明かした。その際に、このセッションに
も関係する山崎氏の研究を深く聞くことができ、対象とする現象は異なるものの、私も山崎
氏と同じく計算モデルによって現象を予測しようとする研究をしているため、研究上の悩み
や勘所について、共感するところが多々あった。また、同行したフランス人研究者とは、研究
を離れて、フランス人の考え方や、文化などについても多くを語り・聞くことができた。  
京都の街を歩き、建仁寺で座禅の講習を受けて得た教訓も、その次の日のセッションやスピ

ーチですぐにユーモアを交えて活用されていた。わずか四日間の短い間であったが、このよう
に、日を追うごとに、研究のみならず、人と人の交流が深まっていくのを感じた。またそして
それが将来の潜在的な共同研究につながる可能性の種として蒔かれたように思う。  

  



 

 
初日に撮影された集合写真。常時マスク着用であったが、この時だけはマスクを外した。  

 
 

 

生物学・生命科学のセッション(左：スピーカー・右：PGM)  
  

 
コーディネーションミーティングの様子（左）、日仏両国の主査(右) 



 

 
 

数学・情報学のセッション(左：スピーカー・右：PGM)  

人文学・社会科学のセッション(左：スピーカー・右：PGM)  
  

化学・材料科学・物理学のセッション(左：スピーカー・右：PGM)  
  



 
 
 
 
 
 
 
 

    

地球科学・環境学・宇宙物理学のセッション(左：スピーカー・右：PGM)  
  

 

質問者の皆さん  
  
  



 

 
 

京都の街歩きの後の夕食  



 

 
建仁寺にて  
  

 
3 日目の街歩き後にホテルの近くのバーにて  



 

 

 
 

フラッシュトーク  
  

 

ポスターセッション  
  


